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はじめに

Oracle の StorageTek SL3000 モジュールライブラリシステムは、完全に自動化されたテープカートリッジ格納/取り出し機能を提供するエンタープライズストレージソリューションです。

このガイドでは、ユーザーがすでに SL3000 ライブラリのモジュールおよびコンポーネントに精通していることを前提としています。紹介および計画に関する情報は、OTN にある『SL3000 概要および計画ガイド』を参照してください。


関連ドキュメント

SL3000 ライブラリの追加ドキュメントは、Oracle Technical Network (OTN) で見つけることができます。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/tape-storage-curr-187744.html





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を参照してください。


Oracle Support へのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。








1 StorageTek ライブラリコンソールのインストール

Oracle の StorageTek Library Console (SLC) は、SL3000 テープライブラリを構成、モニター、および管理するための GUI アプリケーションです。




	
注記:

テープカートリッジ上のカスタマデータは、SLC またはライブラリでは使用できません。テープドライブの外部データインタフェースは、ライブラリのインフラストラクチャーから分離されています。







	
SLC バージョンの選択


	
SLC メディアパックのダウンロード


	
スタンドアロン SLC のインストール


	
Web 起動型 SLC のインストール






SLC バージョンの選択

特に注記がないかぎり、このドキュメントに示す手順は、次の 3 つの SLC バージョンのいずれかを使用して実行できます。

	
スタンドアロン — SLC は、ライブラリにネットワーク接続された任意のシステムからリモートで実行されます。


	
Web 起動型 — SLC はサーバー上にインストールされます。これにより、各クライアントがブラウザを使用して SLC にアクセスできます。


	
ローカルオペレータパネル — SLC はライブラリ上に事前にインストールされています。これにより、ライブラリのオペレータはライブラリから、ほとんどの SLC 機能に直接、アクセスできます。









SLC メディアパックのダウンロード

メディアパックには Web 起動型の SLC サーバー、Web 起動型の SLC クライアント、およびスタンドアロンの SLC が含まれています。

	
次にある Oracle Software Delivery Cloud に移動します。

http://edelivery.oracle.com/


	
「Sign In/Register」をクリックします。


	
条件や制約事項を読みます。承認を示してから、「Continue」をクリックします。


	
「Media Pack Search」画面で、「Oracle StorageTek Products」および「Generic Platform」を選択します。「Go」をクリックします。


	
ダウンロードする SLC バージョンを選択します。「Continue」をクリックします。


	
ダウンロード手順を見直すには、「Readme」をクリックします。


	
SLC バージョンが正しいことを確認します。「Download」をクリックします。


	
ファイルを保存します。目的の場所にメディアパックを展開します。









スタンドアロン SLC のインストール

	
SLC を更新する前に、以前のバージョンをすべてアンインストールします。


	
スタンドアロンの SLC メディアパックをダウンロードし、展開します (SLC メディアパックのダウンロードを参照してください)。


	
使用しているオペレーティングシステムに対応した SLC インストーラファイルを選択します (メディアパックの Readme を参照してください)。


	
情報を見直します。「Next」をクリックします。


	
SLC をインストールする場所を指定します。「Next」をクリックします。


	
SLC のショートカットアイコンを作成する場所を指定します。「Next」をクリックします。




	
注記:

Solaris の場合、デフォルトのルートディレクトリを選択できません。Oracle は、/u-sr/bin または同様の場所を推奨しています。








	
情報が正しいことを確認します。「Install」をクリックします。


	
「Done」をクリックします。





サポートされるプラットフォーム

	
Solaris 10 SPARC、Solaris 10 x86


	
Windows Server 2008 SP2: 64 ビット、Windows 2012 Enterprise Server


	
Windows 7 SP1: 64 ビット、Windows 8 64 ビット、Windows 8.1 64 ビット


	
Oracle Unbreakable Linux 5 (2.6.18) 32 ビット


	
SUSE Enterprise Linux 10.2 (2.6.16) 32 ビット








セキュリティー

SLC は、SSL 上でプライマリライブラリインタフェース (PLI) と通信するため、ライブラリと SLC セッション間の通信パスがセキュリティー保護されます。これにより、承認されていないネットワークユーザーによるライブラリ操作のモニタリングが防止されます。








Web 起動型 SLC のインストール

サーバーには、Web 起動型 SLC の更新のみをインストールする必要があります。Web 起動型の SLC サーバーは、実行中に更新できます。更新がインストールされると、アプリケーションが起動されるたびに、すべてのクライアントに更新が自動的にダウンロードされます。

	
Web 起動型の SLC サーバー (.war) ファイルをダウンロードし、展開します (SLC メディアパックのダウンロードを参照してください)。


	
そのファイルをサーバー上に配備します (メディアパックの Readme を参照してください)。





最小ブラウザ要件

	
Internet Explorer 8 (Windows 7: 64 ビット上)


	
Firefox 17.0.2 ESR (Windows 7: 64 ビット上)








セキュリティー

デジタル署名された Web 起動型の SLC ソフトウェアは、Oracle によって発行され、作成されてから改変および破壊されていないことが保証されています。Java Web Start プロセスとして、Web 起動型の SLC には Java 2 プラットフォームで提供されているセキュリティー機能が実装されています。




	
重要:

ユーザー側で、ファイアウォールやユーザーアクセスなどの適切なすべてのセキュリティーシステムを導入してください。

















2 SLC へのログイン




	
注記:

RE のフェイルオーバー後に、新たにアクティブになったライブラリコントローラ (以前はスタンバイコントローラ) の IP アドレスまたは DNS エイリアスを使用してログインします。







	
ライブラリインストール後の最初のログイン


	
スタンドアロンの SLC へのログイン


	
Web 起動型の SLC へのログイン


	
ローカルのオペレータパネルへのログイン


	
ユーザーパスワードの変更






ライブラリインストール後の最初のログイン

	
admin ユーザー ID を使用して、Oracle から提供されたアクティベーションパスワードの最初の 8 文字で SLC にログインします。


	
admin パスワードを変更します。

	
「Tools」 > 「User Mgmt」を選択します。


	
パスワードフィールドに入力します。


	
「Modify」をクリックします。












スタンドアロンの SLC へのログイン

スタンドアロンの SLC には、複数のユーザーがログインできます。

	
システム上で SLC を起動するには、次のいずれかを実行します。

	
「SLC」デスクトップアイコンをダブルクリックします。


	
「Start」 > 「RunSLConsole」または「Launch」 > 「RunSLConsole」を選択します。





	
ログイン情報を入力します。「Log on」をクリックします。









Web 起動型の SLC へのログイン

ブラウザを使用してログインするには、http://www.mozilla.com から Mozilla Firefox をダウンロードします。Solaris プラットフォーム上でコマンド行を使用して、Web 起動型の SLC にログインすることもできます。

	
SLC サーバーの DNS エイリアスまたは IP アドレスを取得します。


	
ログイン方法を選択します。

	
コマンド行 — Solaris でのみ使用可能です。端末ウィンドウで、次のように入力します。

javaws http://server_ID:port_ID/opel/slc.jnlp


	
ブラウザ — Windows や Solaris で使用可能です。クライアントシステム上のブラウザで、SLC Web Start アプリケーションに移動します。

http://server_ID:port_ID/opel




ここでは:

	
server_ID — SLC サーバーの IP アドレスまたは DNS エイリアス


	
port_ID — SLC アプリケーションのポート ID (通常は 8080)


	
opel — サーバー上にある Web 起動型の SLC アプリケーションの名前 (コンテキストルート)。





	
「Launch Now」をクリックします。


	
slc.jnlp ファイルで実行するアクションを指定します。次のいずれかを選択します。

	
SLC を直接起動する場合は、「Open with Java(TM) Web Start Launcher」を選択します。


	
クライアントに slc.jnlp ファイルを保存し、あとで SLC にログインする場合は、「Save to Disk」を選択します。





	
はじめて Web 起動型の SLC を実行する場合は、デジタル署名の警告ダイアログボックスを設定します (パブリッシャーを確認し、「Run」をクリックします)。


	
SLC ログイン情報を入力します。「Log on」をクリックします。









ローカルのオペレータパネルへのログイン

ローカルオペレータパネルには、一度に 1 人のユーザーしかログインできません。

	
画面に何も表示されていない場合は、任意の場所に触れて、「login」画面をアクティブにします。


	
ログイン情報を入力します。


	
「Log on」をクリックします。









ユーザーパスワードの変更

各サイトには、admin (カスタマ管理者)、service (Oracle サポート担当者)、oem (サードパーティーのフィールドサービス技術者) という固定のユーザー ID セットが用意されています。各ユーザー ID には、SLC 内のユーティリティーへのアクセスを決定する権限セットが割り当てられます。

	
変更するアカウントを使用して、SLC にログインします。


	
「Tools」 > 「User Mgmt」を選択します。


	
パスワードフィールドに入力します。


	
「Modify」をクリックします。











3 オプション機能のアクティブ化

ハードウェアアクティベーションファイルを使用すると、容量のアップグレード、冗長電子装置、パーティション分割などのオプションのライブラリ機能が有効になります。機能ごとに 1 つのハードウェアアクティベーションファイルをインストールする必要があります。

	
新しいハードウェアアクティベーションファイルのダウンロード


	
新しいハードウェアアクティベーションファイルのインストール


	
現在のハードウェアアクティベーションファイルの表示


	
ハードウェアアクティベーションファイルの削除


	
旧バージョンのハードウェアアクティベーションファイルのインストール






新しいハードウェアアクティベーションファイルのダウンロード

この手順は、FRS_3.0 以上のファームウェアがインストールされているライブラリでのみ使用してください。低レベルのファームウェアがインストールされたライブラリについては、旧バージョンのハードウェアアクティベーションファイルのインストールを参照してください。

	
次にある Oracle Software Delivery Cloud に移動します。

http://edelivery.oracle.com/


	
「Sign In/Register」をクリックします。


	
条件や制約事項を読みます。承認を示してから、「Continue」をクリックします。


	
「Media Pack Search」画面で、「Oracle StorageTek Products」および「Generic Platform」を選択します。「Go」をクリックします。


	
SL3000 ハードウェアアクティベーションファイルを選択します。「Continue」をクリックします。


	
「Download」をクリックします。


	
ファイルを保存します。


	
SLC セッションにアクセスできる場所にファイルを展開します。









新しいハードウェアアクティベーションファイルのインストール

	
SLC で「Tools」 > 「Hardware Activation」を選択します。


	
「Install Hardware Activation Keys」タブをクリックします。


	
ハードウェアアクティベーションファイルを閲覧します。


	
ハードウェアアクティベーションファイルの詳細を確認します。「Install」をクリックします。


	
「Yes」をクリックしたあとに、「OK」をクリックします。


	
アクティベーションファイルが正常にインストールされたことを確認します (現在のハードウェアアクティベーションファイルの表示を参照してください)。

新しい機能を使用するために、追加のタスクを実行する必要がある場合もあります (容量の構成および ライブラリのパーティション分割を参照してください)。









現在のハードウェアアクティベーションファイルの表示




	
注記:

すべてのハードウェアアクティベーションアクティビティーを表示する機能監査ログを表示するには、Reports ユーティリティーを使用します (Reports ユーティリティーを使用したライブラリおよびデバイスのレポートの表示を参照してください)。







	
SLC で「Tools」 > 「Hardware Activation」を選択します。


	
「Current Hardware Activation Keys」タブを選択します。









ハードウェアアクティベーションファイルの削除

ハードウェアアクティベーションファイルの削除はめったに必要になることはなく、ライブラリの動作に影響を与えることがあります。ライブラリ上に余分なハードウェアアクティベーションファイル (たとえば、ライブラリの物理容量を超える容量アクティベーションファイル) がインストールされていても、問題は発生しません。

	
SLC で「Tools」 > 「Hardware Activation」をクリックします。


	
「Delete Hardware Activation Files」タブをクリックします。


	
削除するアクティベーションファイルを選択します。


	
正しいアクティベーションファイルが選択されたことを確認してから、「Delete」をクリックします。


	
「Yes」をクリックします。

ハードウェアアクティベーションファイルの機能によっては、ファイルを削除したあとに追加のタスクの実行が必要になることがあります (パーティションの削除を参照してください)。









旧バージョンのハードウェアアクティベーションファイルのインストール

FRS_3.0 未満のファームウェアがインストールされている SL3000 ライブラリの場合は、Oracle サポートに連絡してください。Oracle サポート担当者がインストールした単一のハードウェアアクティベーションファイルを使用すると、購入済みの機能がすべて有効になります。

バージョン FRS_3.0 以上のファームウェアにアップグレードする場合は、新しいハードウェアアクティベーションファイルのインストールで説明するプロセスを使用します。








4 容量の構成




	
注記:

パーティション分割されたライブラリでは容量が自動的に適用されます。パーティション分割されていないライブラリでのみ容量を構成できます。








パーティション分割されていないライブラリでは、ハードウェアアクティベーションファイルをインストールすると、アクティブな容量が自動的に割り当てられます。自動構成では、デフォルト容量ポリシーで指定された順序でストレージスロットがアクティブ化されます。ただし、ユーザーが構成をカスタマイズし、アクティブ化されるスロットを選択できます。

	
カスタム容量構成の作成


	
容量構成のリセット


	
デフォルト容量ポリシーの設定


	
現在の容量構成の表示


	
容量の変更によって発生した孤立カートリッジの解決





関連項目

	
容量変更後のホストの更新






カスタム容量構成の作成

ローカルオペレータパネルを使用して、容量を構成することはできません。




	
注記:

「Refresh」をクリックすると、未コミットの変更を破棄し、最後に保存した構成を復元できます。構成を適用して、ライブラリコントローラに保存する必要があります。







	
競合を回避するために、ライブラリを構成する前にほかのライブラリユーザーと調整してください。


	
SLC で「Tools」 > 「Select Active Cells」を選択します。「Module Map」タブを選択します。


	
モジュールを選択し、「Select Active Cells」タブをクリックします。隣接するモジュールを表示するには、「Move Left」または「Move Right」をクリックします。




	
注記:

はじめて容量をカスタマイズする場合は、ストレージスロットの選択をすべて解除する必要があります。
	
「Select by」ドロップダウンリストで、「Library」を選択します。次に、「Remove」オプションを選択します。


	
モジュールマップ上の任意の「選択済み」スロットをクリックして、すべてのスロットを「非アクティブ」にします。













	
「Select by」ドロップダウンリストで、範囲を選択します。次に、「Add」 (アクティブ化する領域を有効にする場合) または「Remove」 (領域の選択を解除する場合) を選択します。


	
ライブラリマップを使用して、アクティブ化または非アクティブ化するストレージスロットをクリックします。


	
構成を完了したら、「Apply User Design」をクリックします。




	
注意:

警告が発行された場合は、変更をコミットしないでください。「Details >>」をクリックしてから、孤立カートリッジ上で回復移動を実行します (カートリッジの移動 (回復移動)を参照してください)。








	
変更が認識されるようにライブラリホストアプリケーションを再構成します (ホストソフトウェアのドキュメントおよび 容量変更後のホストの更新を参照してください)。





容量アイコン


	SLC アイコン	説明

	[image: Rectangle with X.]
	アクセス不可 — アクティブ化できないスロット (診断カートリッジ用に予約済み、物理的にブロックされているなど)。
	[image: White rectagle.]
	非アクティブ — 使用が許可されていないスロット
	[image: Rectangle with triangle.]
	アクティブ — 使用が許可されているスロット
	[image: Purple rectangle.]
	選択済み — アクティブ化または非アクティブ化されるように指定されたスロット
	[image: Brown rectangle]
	アクティブ化不要— デフォルトでアクティブになっているリソース










容量構成のリセット




	
注意:

構成をリセットすると、カスタム容量のアクティブ化、パーティション分割、メディア検証プールがすべて削除され、SCSI ライブラリ内のすべての SCSI 要素 ID がリセットされます。







容量をリセットすると、デフォルト容量ポリシーで定義されたデフォルト容量が適用されます (デフォルト容量ポリシーの設定を参照してください)。

	
競合を回避するために、ライブラリを構成する前にほかのライブラリユーザーと調整してください。


	
SLC で「Tools」 > 「Select Active Cells」を選択します。「Module Map」タブを選択します。


	
ライブラリ内の任意のモジュールを選択します。「Select Active Cells」タブをクリックします。


	
「Reset to Default」をクリックします。


	
変更が認識されるようにライブラリホストアプリケーションを再構成します (ホストソフトウェアのドキュメントおよび 容量変更後のホストの更新を参照してください)。









デフォルト容量ポリシーの設定




	
注記:

この設定では、パーティション分割されていないライブラリに追加された新しい容量にのみ割り当て順序が定義されます。ポリシー設定を変更したあとに、容量構成のリセットに従うと、既存の容量を削除し、それを新しい設定に従って再度割り当てることができます。








	
SLC で「Tools」 > 「Configuration」を選択します。


	
「Default Capacity Policy」タブをクリックします。


	
ライブラリに適した容量割り当てのタイプを選択します。

	
「Left to Right」 (デフォルト) — 容量割り当ては、いちばん左側のモジュールの奥側の壁にある左上のスロットから開始され、右に移動してから、いちばん左側のモジュールの手前側の壁にある左上のスロットに進みます (図E-6 を参照してください)。


	
「Center Out」 — 容量割り当ては、ドライブにいちばん近い場所から開始され、左/右および前面/背面間で均等に分割されます。





	
「Apply」をクリックします。









現在の容量構成の表示

	
SLC で「Tools」 > 「Select Active Cells」を選択します。「Module Map」タブを選択します。


	
表示するモジュールを選択します。


	
「Current Active Cells 」タブを選択します。詳細情報を表示するには、スロットまたはドライブ上にマウスを置きます。









容量の変更によって発生した孤立カートリッジの解決

パーティション分割されていないライブラリでは、孤立カートリッジは非アクティブなストレージスロットに配置され、すべてのホストにアクセスできません。アクティブなストレージの容量を削減したり、アクセスできないスロットにカートリッジを手動で移動したりすると、孤立カートリッジになる可能性があります。

孤立カートリッジを解決するには、次の手順に従います。

	
孤立カートリッジのレポートを生成します (アクティブな容量レポートの表示を参照してください)


	
ライブラリを監査します (ライブラリの監査を参照してください)


	
カートリッジ上で回復移動を実行します (カートリッジの移動 (回復移動)を参照してください)




パーティション分割されたライブラリについては、パーティション分割の変更によって発生した孤立カートリッジの解決を参照してください。








5 ライブラリのパーティション分割

ライブラリのパーティション分割では、ライブラリリソース (ドライブ、スロット、および CAP) が、指定されたホストで排他的に使用されるために予約されます。パーティション分割は、ハードウェアアクティベーションファイルで有効化されるオプション機能です (オプション機能のアクティブ化を参照してください)。

	
SLC を使用したライブラリのパーティション分割


	
現在のパーティション割り当ての表示


	
CAP のパーティション分割


	
パーティション分割の変更によって発生した孤立カートリッジの解決





関連項目

	
パーティション分割変更後のホストの更新






SLC を使用したライブラリのパーティション分割




	
注記:

パーティション分割の変更は、「Commit」タブを使用して変更を適用するまで発生しません。未コミットの変更を破棄するには、「Refresh」をクリックします。







	
パーティション ID の追加


	
パーティションの削除


	
パーティションインタフェースタイプの選択


	
FC-SCSI ホスト接続情報の変更


	
パーティションへのリソースの割り当て


	
パーティション分割の変更のコミット






パーティション ID の追加

	
ホスト操作をすべて停止します。


	
「Tools」 > 「Partitions」 > 「Summary (Step 2)」タブを選択します。


	
「Partition Allocation Summary」領域で、「Add Partition」をクリックします。


	
パーティション ID を選択し、名前を入力してから、インタフェースタイプを選択します。パーティション ID は連続している必要はありません。


	
「OK」をクリックします。


	
手順 3 - 5 を繰り返して、最大で 8 つのパーティションを追加します。FC-SCSI 接続については、FC-SCSI ホスト接続の追加を参照してください。


	
パーティションへのリソースの割り当てに進みます。





FC-SCSI ホスト接続の追加

FC-SCSI パーティションではホスト接続を追加する必要があります (HLI ホスト - パーティション接続はホストライブラリ管理ソフトウェアを使用して構成されます)。

	
「Tools」 > 「Partitions」 > 「Summary (Step 2)」タブを選択します。


	
「Partition Allocation Summary」領域でパーティションを選択します。


	
「Add Connection」をクリックします。


	
イニシエータ (WWPN) と LUN を入力します。ライブラリに接続されている各イニシエータには、LUN 0 に割り当てられた 1 つのライブラリパーティションが含まれている必要があります。


	
「OK」をクリックします。


	
必要な FC-SCSI 接続をすべて追加するまで繰り返します。各パーティションに含めることのできるホスト接続は最大 9 個ですが、各ホストからは複数のパーティションに接続できます。









パーティションの削除

パーティションを削除すると、そのパーティションに割り当てられたすべてのリソースに使用可能のマークが付けられ、そのパーティションに関するすべてのホスト接続が削除され、パーティション ID が削除されます。

	
削除されるパーティションから有効なデータカートリッジを移動します (カートリッジの移動 (回復移動)を参照してください)。


	
「Tools」 > 「Partitions」 > 「Summary (Step 2)」タブを選択します。


	
「Partition Allocation Summary」領域で、削除するパーティションをクリックします。


	
「Delete Partition」をクリックします。




	
注記:

すべてのパーティションを削除した場合は、ライブラリのインタフェースタイプ (HLI または FC-SCSI) を選択する必要があります。








	
パーティション分割の変更のコミットに進みます。









パーティションインタフェースタイプの選択




	
注意:

インタフェースタイプを変更すると、アクティブなホスト接続や既存の共有 CAP 割り当てが失われる可能性があります。







	
「Tools」 > 「Partitions」 > 「Summary (Step 2)」タブを選択します。


	
「Partition Allocation Summary」領域で、変更するパーティションを選択します。


	
「Modify Partition」をクリックします。


	
パーティション分割の変更のコミットに進みます。









FC-SCSI ホスト接続情報の変更

	
「Tools」 > 「Partitions」 > 「Summary (Step 2)」タブを選択します。


	
「Connections」セクションで、変更するホストとパーティション間の接続を選択します。


	
「Modify a Connection」をクリックします。


	
パーティション分割の変更のコミットに進みます。









パーティションへのリソースの割り当て

	
「Tools」 > 「Partitions」 > 「Module Map (Step 3a)」タブを選択します。


	
モジュールを選択したあとに、「Design (Step 3b)」タブをクリックします。


	
ドロップダウンリストからパーティション ID を選択します。


	
「Select by」ドロップダウンリストで、範囲を選択します。次に、「Add」または「Remove」を選択します。


	
ライブラリマップを使用して、追加または削除するリソースを選択します。パーティションは不連続にすることができます。




	
注記:

あるパーティションから別のパーティションにリソースを再度割り当てるには、初期パーティションからリソースを削除してから、再度割り当てる必要があります。









	
パーティション ID ごとに繰り返します。パーティション設計を完了したら、「Verify」をクリックします。




	
注意:

警告が発生した場合は、「Details >>」をクリックし、孤立カートリッジ上で回復移動を実行します (カートリッジの移動 (回復移動)を参照してください)。次に、設計を再確認します。








	
警告が発生しない場合は、パーティション分割の変更のコミットの参照に進みます。





パーティション分割のアイコン


	SLC アイコン	説明

	[image: Rectangle with X](X 付きの長方形)	アクセス不可能 — ホスト操作で使用できないリソース (予約済みのシステムスロットや物理的にブロックされたものなど)。
	[image: White rectangle](白色の長方形)	非割り当て — 割り当てることができるリソース
	[image: Yellow rectangle](黄色の長方形)	パーティション # — 現在のパーティションに割り当てられているリソース
	[image: Red rectangle](赤色の長方形)	ほかのパーティション — 別のパーティションに割り当てられているリソース
	[image: Gray rectangle](灰色の長方形)	共有 CAP — 複数のパーティションに割り当てられている CAP










パーティション分割の変更のコミット

ライブラリへの変更を行うには、次の手順を完了する必要があります。




	
注記:

構成の競合を回避するために、ほかのユーザーからライブラリを使用できないようにし、すべてのホスト操作を停止してから、パーティション分割の変更をコミットするようにしてください。








	
ライブラリからホストまでの接続をオフラインにします (ホストソフトウェアのドキュメントを参照してください)。


	
「Partitions」インタフェースの「Commit (Step 4)」タブをクリックします。


	
「Apply」をクリックします。




	
注記:

「Apply」ボタンがグレー表示される場合は、ライブラリの容量が割り当て超過になっています。パーティションからストレージスロットを削除するか、追加の容量を購入します。










	
注意:

警告が発生した場合は、「Details >>」をクリックし、孤立カートリッジ上で回復移動を実行します (カートリッジの移動 (回復移動)を参照してください)。








	
影響を受けるライブラリホストアプリケーションをすべて構成します (ホストソフトウェアのドキュメントおよびパーティション分割変更後のホストの更新を参照してください)。











現在のパーティション割り当ての表示

パーティション分割レポートの表示も参照してください。

	
「Tools」 > 「Partitions」 > 「Module Map (Step 3a)」タブを選択します。


	
表示するモジュールをクリックします。


	
「Current Partition Definitions」タブをクリックします。詳細情報を表示するには、リソース上にマウスを置きます。









CAP のパーティション分割




	
注記:

AEM CAP は、パーティション分割に関して、回転 CAP と同じ規則と制限に従います。特に指定のないかぎり、CAP という用語は両方のタイプの CAP を意味します。







各パーティションには、専用 CAP と共有 CAP のどちらかを含めることはできますが、その両方を含めることはできません。 同一のホストインタフェースタイプ (FC-SCSI または HLI) を使用するパーティション間でのみ、CAP を共有できます。共有 CAP を一度に使用できるパーティションは 1 つのみです。

パーティション分割されたライブラリでの CAP の状態については、CAP の状態を参照してください。


HLI パーティションでの CAP の予約

CAP が空で閉じられ、ロックされ、まだ予約されていない場合に、HLI ホストは CAP を予約できます。各 HLI ホストは、必要に応じて排他的に使用するために CAP を予約し、不要になった時点で CAP を解放します。

ホストが CAP 予約を解放せず、ACSLS または ELS で挿入操作や取り出し操作を終了できない場合は、ホストパーティションの予約をオーバーライドできます (パーティション CAP 予約のオーバーライドを参照してください)。


FC‐SCSI パーティションへの CAP の関連付け

一般に、ほとんどの FC‐SCSI ホストは CAP の所有権のみを引き受けます。したがって、共有 CAP を使用してカートリッジを挿入したり、取り出したりする場合は、手動でパーティションに CAP を関連付ける必要があります (FC‐SCSI パーティションへの共有 CAP の所有権の割り当てを参照してください)。






パーティション分割の変更によって発生した孤立カートリッジの解決

パーティション分割されたライブラリでは、孤立カートリッジは元のホストに割り当てられていないスロットに配置されます。孤立カートリッジは、パーティションのサイズを変更したり、パーティションを削除したり、パーティションに割り当てられていないスロットまたはドライブにカートリッジを移動したりすると、発生する可能性があります。

パーティション分割されたライブラリでは、孤立カートリッジによってデータの損失が発生する可能性があります。パーティション内で孤立カートリッジを検出したホストは、そのカートリッジをスクラッチボリュームと見なしデータを上書きする可能性があります。

孤立カートリッジを解決するには、次の手順に従います。

	
孤立カートリッジのレポートを生成します (パーティション分割レポートの表示を参照してください)


	
ライブラリを監査します (ライブラリの監